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1993年8月6日の憂患雨災書と鹿児島市くZ>地質

理学部　大木公彦

1.はじめに

等都ま, 1994年3月に刊行された｢1993年鹿児島穀雨災害の総合的調査研究報告書(1993年穀雨災

害鹿児島大学調査研究会) ｣に,ほぼ同じ表題の論文を発表した｡その中で,憲雨災害は勿論のこと,

今後起こるであろう地霊や火山噴火に伴う災害において被害を最小限に食い止めるためにも詳細な地

形･地質のデータの蓄積が極めて重要であることを述べた｡その後, 1995年1月17日に活断層に起因

する屯下型地震が神声市,淡路島北都を譲った｡死都よ5000人以上に達し,多くの建造物が破壊され

た｡この大震災では,地盤地質の違いや活断層からの踵膳などによって被害状況が大きく異なってい

る事が明らかにされ,改めて地質の詳細なデータの重要性が指摘された｡本穣告では,前半に市民の

撮影したビデオから続み取れる8月6日の洪水の経過について,後半は過去20数年の間に調査し明ら

かになった鹿児島市の地質と災書との関係について述べ,今後の自然災害に対する都市開発の在り方

や防災について触れてみたい｡

謝辞:本報告を作成するにあたり,市民の撮影したビデオテープを提供して下さったNHK放送局,

南日本放送,ご本人撮影の貴重などデオテープを提供して下さった大里中学校教諭泊　芳美氏,鹿児

島市西伊敵にお住まいの飯島卓夫氏,崩壊現場へ案内して下さった鹿児島大学理学部の茂利進一氏に

は心からお礼を申し上げます｡

1. 8月6日の洪水の経過

1993年8月1日から9月3日までの間に,鹿児島県は2回の集中蒸雨と2度の台風によって大変な

災害を諮った｡とくに8月6日の集中燕雨は鹿児島市とその周辺地域に鎮灘的な打撃を与え,国道3

号線と10号線が寸断されて鹿児島市は孤立状態に陥った｡牛後4時から7時までの3時間雨量は,鹿

児島市では137m,鹿児島市北方に位置する郡山町が223.5皿と報告されている｡最初こ1993年8月

6日に起こった浅水の経過を,市民の撮影したビデオ映像と証言にもとづいてたどってみる｡

1993年8月6日の豪雨災書で,鹿児島気鏡台は申突川流域の強い雨域が北から南へ移動したと報告

した｡このことは,緩井･細山田(1994)が報告した,申突川流域で観測された14時から21時までの

1時間雨量の推移を示した図からも説み取れる(図1, 2) ｡

8月6日の洪水について, 1時間雨量の推移図(接井･細山田, 1994)と市民が撮影したビデオ映

像･証言を比較しながら追ってみる｡撮影場所を図3に示す｡

14-15時:八重山で20赦皿,入来晦,郡山で15m前後の雨が降る｡

15-16時:八重山で45m前後,入来晦,郡山で30mをこえる雨が降る｡

[ビデオ映像] 15時損鹿児島実業高校ふきんから新上橋の問で撮影された映像(飯島氏撮影)

は,雨が小康状飴にあったにもかかわらず申突IIIの水位が川床から2.5m (撮影されてい
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図1. 8月6日の1時間毎の降水量分布(櫻井･細山田, 1994)

図2.甲突IiI近郊の測点における

降水量の時間変化

(櫻井･紬山田, 1994)
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図3.ビデオの撮影場所; a :鹿児島実業高校付近; b :飯山橋北方;

C :奏方太鼓橋; d :薪照院バス停前; e :平田橋付近

(国土地理院発行5万分の1地形図｢鹿児島｣を使用)
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た新照税関の川岸で測定)まで上がっている(図版1,写真1-4) ｡岩崎稲下流の県の

水位計もほぼ同じ水位を示す｡

16-17時:八重山で45m前後,入来晦,郡山で30mをこえる雨が降り,鹿児島市の伊敷,吉野,寺山

でも40m前後の雨量を記録している｡

17-18時:八重山で90m,入来晦で60mm,郡山で80mをこえる強い雨が降り,鹿児島市でも伊敵で80

皿,吉野で90m弱,寺山で65蘭前後の雨量を寵録している｡

[ビデオ映像] 17前半損に国道3号線が浸水し勉め(農大事務官の証言) ,帰宅途中の草が平

田橋付近で立ち往生する｡平田寵を挟んで西側の黄金通りは3号線より早く浸水した(盛

大事務官の証言) ｡ 17前半軸こ伊数の飯山橋上流の右岸の道路が浸水し,大量の雨水が山

手から滝のように流れ落ちている様子が撮影されている(図版1,写真5-6) ｡同じ頃,

西鹿児島獣や加治屋町周辺地域が急激に浸水していったことが,帰宅途中に洪水にあった

人達の証言やマスコミの舗道から分かっている｡吉野町の美方太鼓橋も,稲荷IIIの急激な

増水によって17時45分頃には橋の上まで水位があがり,団地からの道路は濁流で川のよう

になっている(図版2,写真1-4) ｡郡山町( ｢かごしま文庫｣紙業都締, 1994, p.58)

と鹿児島市市街地とのほぼ中間に位置する河政(店主の証言) ,花野口(店主,河顧浄水

場職員,ガソリンスタンド職員,パン工場職員の証言) ,伊敷町( ｢かごしま文庫｣編集

部腕, 1994, p.67)でも,この激しい雨で17時から17時半までの間に浸水し始めている｡

18-19時:八重山,入来峠では雨も峠を越え, 20m前後であるが,郡山では99mの最大雨量を,伊赦,

吉野でも90mをこえる最大雨量を記録している｡寺山では50m強の雨量である｡

[ビデオ映像]吉野町の美方太鼓橋は18時前後に欄干が瑛れ,橋が見えなくなる(図版2,写

真5-6) ｡団地からの水はさらに激しくなり,川の水位は上がり緻プて18時半鄭こ川縁

のガードレールが水没して見えなくなる｡その後も水位は上がり,道路のミラーも上2m

ほどを残して水没する(図願3,写真1-4) ｡当日のビデオの撮影は19時12分で終って

いる｡ビデオテープには翌朝の美方太鼓橋周辺の被害状況まで撮影されている(図版3 ,

写真5-6) ｡

19-20時:郡山でも雨は峠を越え40mほどになり,伊敷,吉野でも50mm,寺山では40mを下回る｡

[ビデオ映像] 19時50分頃,国道3号線の新風院バス停付近の水位は若者の胸まである(図版

4,写真1) ｡バス停の標識より,水深は道路面から1m40cmほどである(図版4,写真

2-3) ｡この前後に映っている複数の漂流物の流れる速さは,道路の中央部で1秒間に

2.3-2.5mである｡ちなみに道路幅は25mである｡この頃の映像と考えられるが,国道3

号線平田橋交差点付近の水深は,立ち往生している草の高さから60cm前後である(図版4 ,

写真4) ｡水位が新照焼より80cnほど低いのは.国道3号線を北から流れ下った洪水は,

この交差点から大きく2方向(国道3号線と加治屋町方向)へ分散するためであろう｡

20-21時:郡山地域では雨もほとんど止み,伊敷,吉野,寺山でも5m前後!こなる｡

[ビデオ映像]新風院バス停付近で撮影された映像から,国道3号線の水位は20時40分頃が最

も高く, 1m60cm近くである｡この時問は,水位の変化を記録された掌牟田在住の市民の
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方の親告!こ一致する｡国道3号線平田橋交差点付近の水深は,草の高さから90cm前後であ

る(図版4,写真5) ｡

ビデオ映像の流れからこの時間帯に撮影されたと考えられる平田橋付近の甲突出で,中

央部を流れる複数の漂流物の流れる速さは1秒間に2.0-3.3mである(図版4,写真6) ｡

新上橋付近では河床から約6 m水位が上がっており,洪水ピーク時の河川断面誼は300Hi

をこえないと考えられる(実際は河床に土砂が堆積していた為この他より小さい) ｡平田

橋を挟んで上流部と下流側の水位は,ビデオ映像を見るかぎり,下流側は橋の両端で下面

の高さ(概とガードレールの位置で測定;図版5,写真1-3)であるのに対し,上流側

は橋の東端で楠の下面より30cmほど高い(ガードレールの位置で測定;図廠5,写真4) ｡

上流側の橋の東端では,石油缶のようなものがくぐり抜けられずに橋に何度も当って昔を

たてているのが撮影されている｡

新風院バス停付近では22時頃まで水位はほとんど変らず(図版5,写真5) ,この後,

徐々に水が引き勉める｡ 22時53分的後は腰のあたり, 23時12分頃では膝上(図版5,写真

6) , 23時半過ぎにはほとんど水がなくなり, 24時まえには草が走り勉めている｡

泊氏の撮影した8月6日9時頃のビデオには,伊敷ニュータウンの調整池に滝のように大童の雨水

が流れ込んでいる様子が映っており,鹿児島市地域に午前中かなり強い雨が降ったことが分かる｡ 15

時剣こは鹿児島市では雨がほとんど降っていなかったにもかかわらず,中英Iiiの水位はかなり上がり

危険な状態になっている｡記録的な長雨に加え,申突IIi流謝こ午前から牛後にかけて降った強い雨の

ため水位が急に上昇したと考えられる｡その後, 17時から19時の間に申突川流域に集中して降った轟

雨(図1, 2)のために,郡山町から鹿児島市北勧こかナてほぼ同軸こ, 17時から17時半の問に浸水

したと考えられる｡

20時台には申突川流域の雨はほとんど止んだにもかかわらず,新風院では浸水のピーク時である20

暗合後半から22時にかけて水位がほとんど下がらなかった｡この事実は, 19時衰えに八重山,入来峠,

郡山地域で降った大量の雨水が,ほぼ2-3時間遅れで市街地に到遷し始めたことを裏付けている｡

以上のことから,鹿児島市の甲突II庸岸に広がる市街地が長時間にわたって浸水した原因は,先行

雨量によって既に水位が上がっていたこと, 17時から19時の間に市街化地域は降った穀雨が窺時間に

甲突川へ流入したこと,流域の雨がほとんど止んだ20時以降,郡山町周辺地域に17時から19時の間に

降った雨水が2-3時間遅れで市街地に到達したことが考えられる｡このことは壌井･細山田(1994)

の鈍色にも矛盾しない｡なお高麗町より下流域では21時過ぎの満潮の影響もあったと考えられるbS詳

しいことば分からない｡

2.鹿児島市の地質と斜面崩穀との関係

8月6日の穀雨災害と鹿児島市の地質の関係は既に親告(大水, 1994a,b)したので,ここでは斜

面崩壊の集中した地域と地質の関係を中心に報告する｡

地頭田ほか(1994)は空中写真を判読して｢斜面崩穀･土石流による侵食域の分布図｣を作成し報
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図4.斜面筋壊･土石流による侵食域の分布図(地頭薗ほか, 1994に加筆)
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告した(図4) ｡この図の中で吉野台地西緑の長井田川上流域(鹿児島市西伊敷地区;地頭園ほか,

1994) ,大迫町県民の森公園の南,小山田町池迫に著しく斜面筋額の集中した地裁がある｡これらの

共通点は入声火砕流(いわゆるシラス)の高い切り立った崖に囲まれた谷部であること,崖の表面に

は飯田してい中､が内部に溶絡寵灰岩や海成層の存在が周辺の地質から推定されることである(大木

･早坂, 1973;図5) ｡大木･早坂(1973)は,その理由として,火砕流が堆詣する前の地表面(脂

地形)は谷が刻まれている場合,火砕流堆積物はその部分でもっとも庄密を受けて厚さが減少し,そ

の後の雨水によって元の谷の位置に再び新しい谷が形成される(火砕流堆積物は旧谷地形をコピーす

る)が,侵食の進んでいない谷の両側の壁には古い下位の地層が秘曲しないことを報告している(図

6) ｡ 8月6日の集中衰雨は,鹿児島市小山田町の国道3号線と甲実用両岸を深く削り, 2万5千年

前の谷とその当時谷に生えていた多くの立木を出現させたが,洪水前の甲突川の河道のほぼ真下に過

去の河道(旧谷地形)が存在していた良い例であろう(大木, 1993;図7) ｡

上記の長井田川上流域の地質断面は図5の13-15に,犬迫町県民の森公園付近の地質断面は11に示

されている｡入声火砕流堆程前の旧谷地形を形作っている地層は地域によって異なるが,これらの地

層の侵食面である旧谷地形は地下水の集りやすい場所と考えられ, 1993年のように記録的な長雨が続

いた場合には,崖に露出する入声火砕流の足元が地下水で飽和され,崩れやすくなっていたと考えら

れる｡長井田川上流域(鹿児島市西伊敷地区)の崩壊した崖の最下部は緩んで地下水がしみでたり,

侵食されたりしている場所が認められる｡この地域では表面近くの洗姑は認められるが明瞭なパイピ

ングによる穴は,崩れた土砂が崖の下に堆詣していることもあって見つかっていない｡大木は,第四

紀中期から後期の地層を切る鹿児島市の断層甜こついて｢新編･日本の活断層｣に報告している(活

断層研究会絹, 1991 ;図8) ｡長井田川上流域は長井田断層と稲荷川(冶水川)断層の交わる地点に

当っているために地質は額雑で,大戸火砕流の切り立った崖の内部に存在すると考えられる地層は西

部では花倉層(海成層) ･吉野火砕流(溶鮨浸灰岩) ,東部では下門火砕流(溶鯨涜灰岩) ･小山団

居(海成層) ･加久藤火砕流(溶鰭捷灰岩)である｡また,この谷では稲荷Ii漸層の延長上にあたる

付近で,断層の走向と同じN40oWの方向を示すクラスティツクダイク(液状化現議の一種)が認めら

れる｡典型的なパイピングによる空洞は大迫町県民の森公園の商で認められる｡大きなものは高さ幡

ともに10mをこえ, 1995年4月現在でも崩壊堆語物の下部から地下水が染み出し,シラスの表面が侵

食あるいは剥離しているのが観察される｡入声火砕流の崖の内部に存在すると考えられる地層は,班

側に花野火砕流･加久藤火砕流(溶鮨凝灰岩) ,南側に花野火砕流･下門火砕流(溶続擬灰岩)であ

る｡大きな空洞の多くは天井からの崩落土でトンネルの先が埋もれている｡

市内五ケ別府町でも同様な空洞が出現した(大木, 1994a, b) ｡一部は8月6日の集中衰高まえか

ら存在していたが,それらの空洞も8月6日の恭雨で大きく崩れたことが地元の方の証言で明らかに

なっている｡この空洞はほぼ同じ高さに分布し,一都に伊作火砕流(溶解凝灰岩)を鞭を出している

ことから,溶続凝灰岩と入声火砕流との境界(溶鰭捷灰岩の上面)あるいは溶解捷灰岩の節理を通っ

て流れる地下水の面biパイピングの発生した高さにある可能性が高い｡

1993年8月6日の穀雨によって著しく斜面筋額の集中した地域は,断層に起因する旧谷地形に委屋

･入戸火砕流が厚く堆詣し,その後の侵食によって急峻な崖を形成している甥所であることを述べて
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きた｡これらの断層は,伊作火砕流の噴出前後に始まったと考えられる鹿児島地溝を形成させた沈降

･隆起を伴う構造運動によって生じた可能性が強い(通商産業省資源エネルギー庁, 1976, 1979,

1987, 1990;久保田, 1986, 1991;大木ほか, 1990) ｡これらの断層･クラスティツクダイクの年代

は異なるが,その中にはポーリングコアによって明らかにされた変位量と鰐顔で見られる変位室とが

著しく異なり,第四紀に数回勤いたと考えられる断層が含まれる(活断層研究会網, 1991) ｡また,

2万5千年訊こ噴出,堆積した入声火砕流を切る断層･クラスティツクダイクが存在し, 2万5千年

的以降に比較的大きな地震が起こったと考えられる｡

集中轟雨による斜面崩頭は,風化による表層崩れのほかに地質の分布状況に関係したものが含まれ

ら(下川ほか, 1994 ;横田ほか, 1994) ｡とくに断層などに起因する谷地形の存在には注憲を払う必

要がある｡鹿児島は地震の少ない地域と言われているが,活断層によると考えられる地震発生域の帯

状分布も報告されている(角田ほか, 1992;角田ほか,印刷中) ｡大正三年(1914年)の大噴火に伴

って鹿児島市ではH 7.1の活断層に起因すると考えられる地震も起こっており,集中蒸雨で発生した

崩壊萄所は地震に対しても弱いと考えられることから,今後の都市開発に対しても十分な配慮が必要

である｡

3.鹿児島市の防災

市民の撮影したビデオから強み取れる8月6日の洪水の経過と申突川流域で観測された14時から21

時までの1時間雨量の推移を示した図(楼井･細山田, 1994)から,鹿児島市の申実用両岸に広がる

市街地が長時間にわたって浸水した原因は,先行雨量によってすでに水位が上がっていたこと, 17時

から19時の間に市街化地域に降った穀雨が綬時間に申実用へ流入したこと,流域の雨がほとんど止ん

だ20時以降,郡山町周辺地域に17時から19時の間に降った雨水が2 - 3時間遅れで市街地に到達した

ことが考えられる｡これらの事は,先行雨量によって川の水位が上界している時に下流の地域で大雨

が降った場合,内水が川へ流出することを困難にし,内水によって市街地が浸水する恐れのあること

を示唆している｡都市の保水能力が蕾しく低下したために,都市部に降った雨が短時間で川へ集る傾

向のあることを多くの研究者が指摘している｡今後の諜水対策として市街地を含めた申突川流域の保

水能力を維持あるいは高める対錦,例えば植林や森林の保護,農業の保護や推進,団地や市街地にお

ける調整池の建設,危険地裁の開発防止などが計られるべきでめろう｡

1995年1月17日に発生した阪神大震災は地下に眠る活断層の恐さを我々に教え.都市の抱える様々

な問題点を浮彫りにした｡その中で沿岸浅海域の埋立地や宅地造成地の盛土部分の液状化･崩壊が数

多く発生した｡鹿児島市にも同機の埋立地や谷を埋めて遁成した団地が広い面積を占めている｡古い

団地の一部には旧谷地形に沿った亀裂やパイピングが認められる(大水, 1988, 1994a, b) ｡幸いに

鹿児島は地震の少ない地域である｡しかし,活火山桜島をかかえ,大正三年の大噴火の際には桜島本

島よりも鹿児島市内で地震による死傷者がでている｡ 1978年に起こった宮城県沖地霊で鹿児島市と同

じ工転を採用した団地が崩壊し,造成まえの谷地形は戻った例(東北大学理学部地質学古生物学教室,

1979)や, 1987年に起こった千葉東方沖地震で内陸造成地で液状化現録が発坐(環鶉庁国立公害研究

所発表)したことを考慮すると,早急に対範を請じる必要を漁る｡

8月6日の集中穀雨から得た教訓として,崩壊の集中する地域には必ずと言ってよいほど地形学･

地質学的に見て崩れる原因の存在することbi挙げられる｡もちろんそれらの原因は単一ではなく,桜
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数の原因が重なりあっている場合が多い｡それらの複雑な原因を明らかにするためにも現劫こおける

詳細な調査が必要であり,多くのデータにもとづく解栃が必要である｡多くの有識者が指摘している

ように,ハザードマップ(災害危険箇所分布図)の作成や学習会を通して住民の随災に対する忠誠を

高める努力分桁数,学校,研究部こ求められている｡毎年繰り返される梅雨や台風による災害にを軽

減するため聞ま詳細な地質のデータの替稀とそれらの公表が急務である｡さらに,今後の都市開発は

地質や地下水系を正しく把握したうえで進めるべきで,無理な団地造成よりも周辺の過疎地を視野に

入れた広域的な都市開発を考える必要がある｡
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写真1.美方太鼓極の上流側の象(18時24分)
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写真3.共が太鼓橋の右岸(18的30分)

厚着一言打-電算王事諒㍗ー＼ー//～｢ 

∴ 竸rﾘxﾒﾒﾖ辻ﾅE7Brﾙ杏僮hｮﾂ劔媛 �����

＼議跳撥 剪 僮 2���

?.～.`一三.i.i-､〟.二__,_､ 剪���

一i t＼ ﾘ 餠 ���

㌻､tBや遽! 

遡｡.∴ー穏轟 
______《-､こ護や㌢ 

写真5.翌朝. 8月7日の流失した実方太鼓橋
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写真2.実方太鼓橋の上流側の家(19時頃と思われる)
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写真4.美方太鼓橋の右岸(19的損と思われる)
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写真6.翌朝. 8月7日の其方大飯橋の右岸の餓子
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写真1.平田橋から見た下流左岸側の越流の緑子
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写真3.平田樋右借問,写真2の雌犬
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写真5.訴願院バス停の状況(22時03分)
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写真2.平田偶下流側の様子,右岸を望む
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写真4.平田橋から見た上流左岸側の越波の倣子
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写真6.新朋院バス停付近の状況(23時12分)


